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中誌 WEB 版 VER.5 を用いて，「臨地実習」「看護学生」に「グループダイナミクス」「チーム体制」「協同」「サ









Method:	We	used	three	retrieval	words	using	“The	Ichushi	Web	VER.5”:	 “group	clinical	 training,”	 “nursing	
student,”	“group	dynamics,”	“team	organization,”	“cooperation,”	“support,”	“pair,”	and	“peer.”	We	analyzed	22	
cases	reporting	the	influence	on	each	student	exerted	from	208	literatures	derived.	
Results:	 1.	Contents	 of	 the	 influence	by	 students	 each	other	 included	as	 follows:	motivation	and	effect	


























































































「ペア」「ピア」を加えた 3 語とし，AND 検索を実施した




























た（表 1）．発表された年は，1995 年から 2016 年までの 22
年間であった．1997 年から 2002 年にかけての発表が多く，
1997 年が 2 件，2001 年が 4 件，2002 年が 2 件で，それ以降
は，2014 年 3 件を除き，ほぼ毎年 1 件の発表であった．研
究背景と研究目的から内容を把握して分類した結果，実習
グループに関する研究が 10 件，実習における学生の体験に
関する研究が 8 件，実習の教育効果に関する研究が 3 件，
実習における学生の思考に関する研究が 1 件であった．研
究方法は，質問紙法を用いた研究が最も多く 16 件，面接法
が 3 件，文献研究が 2 件，不明が 1 件であった．
2 ．学生同士における影響の内容
研究結果から抽出した学生同士における影響の具体的な
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A 学年 84 名、
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校 3 年 課 程
3 年生、
小 児 看 護 学
実習を行った
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